
(57)【要約】

【課題】有機層間膜ないしはＳｉＮからなる絶縁層とＩ

ＴＯ層との間の密着性を改善する

とともに電蝕が生じないようにした、端面が順テーパ状

のＩＴＯ層からなる透明導電層を

有する半透過型液晶表示装置を提供すること。

【解決手段】半透過型液晶表示装置１０の有機層間膜１

９又は窒化珪素からなる絶縁層２

２の表面にＩＴＯからなる透明導電層３１を形成する際

に、予め有機層間膜１９の反射部

に反射板を形成した後、有機層間膜１９又は窒化珪素か

らなる絶縁層２２の表面に変性層

３４ないし３５を形成し、この変性層３４ないし３５上

にアモルファスＩＴＯからなる透

明導電層３１を形成した後に所定のパターンにエッチン

グして端部が順テーパ状態となる

ようにし、その後アモルファスＩＴＯを多結晶ＩＴＯ化

する。前記変性層３４ないし３５

の形成には、Ｈｅによるプラズマ処理ないしはプラズマ

ＣＶＤ法を採用することができる
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 そ れ ぞ れ の 画 素 毎 に 有 機 層 間 膜 の 表 面 の 一 部 に 直 接 反 射 板 が 設 け ら れ て い る と と も に 、
前 記 有 機 層 間 膜 及 び 反 射 板 の 表 面 に Ｉ Ｔ Ｏ （ Indium Tin Oxide） か ら な る 透 明 導 電 層 が 設
け ら れ て い る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 有 機 層 間 膜 と Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電
層 と の 間 に は 前 記 有 機 層 間 膜 の 変 性 層 が 設 け ら れ 、 前 記 変 性 層 上 の Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導
電 層 の 端 部 が 順 テ ー パ 状 態 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 変 性 層 は 、 前 記 有 機 層 間 膜 上 に 前 記 反 射 板 を 形 成 し た 後 に 、 前 記 有 機 層 間 膜 表 面 を
不 活 性 ガ ス に よ っ て プ ラ ズ マ 処 理 す る こ と に よ り 形 成 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 変 性 層 は 、 前 記 反 射 板 を 形 成 し た 後 に 、 不 活 性 ガ ス を キ ャ リ ア ガ ス と し た プ ラ ズ マ
Ｃ Ｖ Ｄ 法 に よ り 前 記 有 機 層 間 膜 上 に 形 成 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電 層 は 、 ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電 層 を 形 成 し た
後 に 所 定 の パ タ ー ン に エ ッ チ ン グ さ れ 、 そ の 後 多 結 晶 Ｉ Ｔ Ｏ 化 さ れ た も の で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 反 射 板 の 下 部 の 前 記 有 機 層 間 膜 の 表 面 は 凹 凸 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 そ れ ぞ れ の 画 素 毎 に 有 機 層 間 膜 の 表 面 の 一 部 に 直 接 反 射 板 が 設 け ら れ て い る と と も に 、
前 記 有 機 層 間 膜 及 び 反 射 板 の 表 面 に Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電 層 が 設 け ら れ て お り 、 更 に 窒
化 硅 素 か ら な る 絶 縁 層 の 表 面 に も Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電 層 が 設 け ら れ て い る 半 透 過 型 液
晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 有 機 層 間 膜 及 び 窒 化 珪 素 か ら な る 絶 縁 層 と Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明
導 電 層 と の 間 に は そ れ ぞ れ 前 記 有 機 層 間 膜 又 は 窒 化 珪 素 の 変 性 層 が 設 け ら れ 、 前 記 変 性 層
上 の Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電 層 の 端 部 が 順 テ ー パ 状 態 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 透
過 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 変 性 層 は 、 前 記 有 機 層 間 膜 上 に 前 記 反 射 板 を 形 成 し た 後 に 、 前 記 有 機 層 間 膜 及 び 窒
化 珪 素 か ら な る 絶 縁 層 を 不 活 性 ガ ス に よ っ て プ ラ ズ マ 処 理 す る こ と に よ り 形 成 さ れ た も の
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 変 性 層 は 、 前 記 反 射 板 を 形 成 し た 後 に 、 不 活 性 ガ ス を キ ャ リ ア ガ ス と し た プ ラ ズ マ
Ｃ Ｖ Ｄ 法 に よ り 前 記 有 機 層 間 膜 及 び 窒 化 珪 素 か ら な る 絶 縁 層 上 に 形 成 さ れ た も の で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電 層 は 、 ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電 層 を 形 成 し た
後 に 所 定 の パ タ ー ン に エ ッ チ ン グ さ れ 、 そ の 後 多 結 晶 Ｉ Ｔ Ｏ 化 さ れ た も の で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 反 射 板 の 下 部 の 前 記 有 機 層 間 膜 の 表 面 は 凹 凸 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
６ ～ ９ の い ず れ か に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 有 機 層 間 膜 な い し 窒 化 珪 素 か ら な る 絶 縁
層 と Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電 性 膜 と の 間 の 接 着 強 度 が 強 固 で 剥 離 し 難 く 、 し か も 製 造 工 程
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に お い て 電 蝕 が 発 生 し 難 い 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ま ず 、 従 来 例 の 半 透 過 型 表 示 装 置 と し て ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装
置 を 例 に と り 、 そ の 数 画 素 部 分 の 平 面 図 で あ る 図 ３ 及 び 図 ３ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 図 ４ を
参 照 し て 簡 単 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 １ ０ は 、 第 １ の 透 光 性 基 板 １ １ 上 に マ ト リ ク ス 状 に 設 け ら
れ た Ｘ ｎ 、 Ｘ ｎ +1・ ・ ・ と 信 号 線 Ｙ ｍ 、 Ｙ ｍ +1・ ・ ・ で 囲 ま れ た 領 域 毎 に 画 素 電 極
１ ２ が 設 け ら れ て い る と と も に 、 こ の 画 素 電 極 １ ２ の 反 射 部 の 下 部 に は ア ル ミ ニ ウ ム 又 は
銀 等 の 金 属 か ら な る 反 射 板 ２ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 画 素 電 極 １ ２ は 駆 動 用 の 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ （ Thin Film Transistor） Ｔ Ｆ Ｔ か ら な る 画 素 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ に 接 続 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ は 絶 縁 ゲ ー ト 型 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ か ら か ら な り 、 そ の ソ ー ス 電 極 Ｓ は 信 号 線
Ｙ ｍ 、 Ｙ ｍ +1・ ・ ・ に 接 続 さ れ て 画 像 信 号 Ｖ sの 供 給 を 受 け 、 ま た 、 ド レ イ ン 電 極 Ｄ は コ
ン タ ク ト ホ ー ル １ ７ を 経 て 画 素 電 極 １ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 更 に 、 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 Ｇ
は 走 査 線 Ｘ ｎ 、 Ｘ ｎ +1・ ・ ・ に 接 続 さ れ て 所 定 の 電 圧 を 有 す る ゲ ー ト パ ル ス Ｖ gが 印 加 さ
れ る よ う に な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 な お 、 こ こ に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 １ ０ に お い て は 、 図 ４ に 示 し た よ う に 、 各 Ｔ Ｆ Ｔ 、 走
査 線 Ｘ ｎ 、 Ｘ ｎ +1・ ・ ・ 及 び 信 号 線 Ｙ ｍ 、 Ｙ ｍ +1・ ・ ・ を 覆 う よ う に 、 第 １ の 透 光 性 基 板
１ １ の 表 示 領 域 全 体 に 窒 化 硅 素 層 （ 以 下 、 Ｓ ｉ Ｎ 層 と い う 。 ） か ら な る 絶 縁 層 ２ ２ を 介 し
て 層 間 膜 １ ９ が 所 定 の 高 さ と な る よ う に 設 け ら れ て お り 、 そ れ ぞ れ の 画 素 毎 に 反 射 部 の 層
間 膜 １ ９ 上 に は 反 射 板 ２ ４ を 介 し て 画 素 電 極 １ ２ が 設 け ら れ て い る と と も に 透 過 部 領 域 に
は 層 間 膜 １ ９ の 表 面 に 直 接 画 素 電 極 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 反 射 部 の 層 間 膜 １ ９ の
表 面 は 反 射 光 を 拡 散 光 と す る た め に 表 面 が 僅 か に 凹 凸 状 態 と な る よ う に な さ れ て い る が 、
こ の 凹 凸 状 態 は 図 示 省 略 し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 更 に 、 第 ２ の 透 光 性 基 板 １ ５ に は カ ラ ー フ ィ ル タ 層 Ｃ Ｆ を 介 し て 共 通 電 極 １ ６ が 設 け ら
れ て い る と と も に 、 反 射 部 の セ ル ギ ャ ッ プ を 透 過 部 領 域 の セ ル ギ ャ ッ プ の 半 分 と な る よ う
に す る た め の ト ッ プ コ ー ト 層 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 画 素 電 極 １ ２ と 共 通 電 極 １
６ と の 間 に は 液 晶 ２ ０ が 封 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 画 素 電 極 １ ２ 及 び 共 通 電 極 １ ６ は 、 通 常 は 透 明 な Ｉ Ｔ Ｏ 層 か ら 形 成 さ れ て い る 。 こ
の Ｉ Ｔ Ｏ 層 は 、 高 温 雰 囲 気 で ス パ ッ タ リ ン グ 方 法 に よ っ て 成 膜 す る こ と で 多 結 晶 状 態 の 膜
と す る こ と が で き 、 得 ら れ た 多 結 晶 Ｉ Ｔ Ｏ 層 は 、 透 過 率 が 高 く か つ 低 抵 抗 で あ る た め 、 透
明 電 極 と し て 優 れ て い る 。 し か し な が ら 、 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 成 膜 し た Ｉ Ｔ Ｏ 層 を
個 別 の 電 極 形 状 に エ ッ チ ン グ し て パ タ ー ニ ン グ す る 必 要 が あ る が 、 透 明 電 極 と し て 優 れ た
上 述 の 多 結 晶 状 態 の Ｉ Ｔ Ｏ 層 は エ ッ チ ン グ レ ー ト が 低 い た め エ ッ チ ン グ に 時 間 が か か る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 方 、 ア モ ル フ ァ ス 状 態 の Ｉ Ｔ Ｏ 層 は エ ッ チ ン グ レ ー ト が 高 い た め 、 こ れ を 採 用 す る こ
と で エ ッ チ ン グ 時 間 を 短 縮 す る こ と が 可 能 と な る が 、 ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 は 、 高 抵 抗 か
つ 低 透 過 率 で あ り 、 電 極 と し て の 特 性 が 劣 る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 下 記 特 許 文 献 １ に は 、 Ｉ Ｔ Ｏ 層 を 常 温 か つ 水 添 加 雰 囲 気 で 成 膜 し 、 成 膜 後 、 １
８ ０ ℃ 程 度 以 上 、 １ 時 間 程 度 以 上 の 熱 処 理 を 施 す こ と に よ り 、 ア モ ル フ ァ ス 状 態 の Ｉ Ｔ Ｏ
層 を 作 製 し 、 こ の 状 態 で 高 い エ ッ チ ン グ レ ー ト に て 所 望 パ タ ー ン を 形 成 し 、 そ の 後 、 １ ８
０ ℃ 程 度 以 上 （ 例 え ば 、 ２ ２ ０ ℃ 程 度 ） の 温 度 で １ 時 間 程 度 以 上 （ 例 え ば １ 時 間 程 度 ～ ３
時 間 程 度 ） の 熱 処 理 を 施 す こ と で 、 Ｉ Ｔ Ｏ 層 を 多 結 晶 化 し 、 か つ 膜 の 抵 抗 を 低 下 さ せ 、 透
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過 率 を 高 め る Ｉ Ｔ Ｏ 層 の 製 造 方 法 の 発 明 が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ０ １ ６ ８ ５ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ５ ５ ５ ４ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 一 般 に 層 間 膜 １ ９ は ポ リ イ ミ ド 等 の 絶 縁 性 の 有 機 樹 脂 膜 か ら 作 製 さ れ る
が 、 こ の 層 間 膜 １ ９ 上 に ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 を 設 け る 場 合 は 、 層 間 膜 形 成 時 及 び ア モ ル
フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 形 成 時 に 焼 成 工 程 が あ る た め 、 有 機 樹 脂 膜 か ら ガ ス が 発 生 す る の で 、 ア モ
ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 と の 密 着 性 が 悪 く な る 。 ま た 、 ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 の 形 成 時 に は 基 板
表 面 に Ｓ ｉ Ｎ 層 か ら な る 絶 縁 層 が 露 出 し て い る 部 分 が 存 在 す る が 、 こ の 部 分 に お い て も ア
モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 の 付 着 性 が 良 好 で な い 。 そ の た め 、 ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 を ウ ェ ッ ト
エ ッ チ ン グ す る 場 合 、 有 機 層 間 膜 又 は Ｓ ｉ Ｎ か ら な る 絶 縁 層 上 の ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 が
逆 テ ー パ 形 状 に エ ッ チ ン グ さ れ て し ま う こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 状 態 を 図 ５ 及 び 図 ６ を 用 い て 説 明 す る 。 な お 、 図 ５ は ポ リ イ ミ ド か ら な る 層 間 膜 の
表 面 に 設 け た ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 の エ ッ チ ン グ 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 ６ は Ｓ ｉ Ｎ
か ら な る 絶 縁 層 の 表 面 に 設 け た ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 の エ ッ チ ン グ 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま ず 、 層 間 膜 １ ９ の 表 面 に 上 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 方 法 と 同 様 の 方 法 で ア モ ル
フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 ３ １ を 成 膜 し 、 こ の ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 ３ １ の 表 面 に 所 定 の パ タ ー ン と
な る よ う に フ ォ ト レ ジ ス ト 膜 ３ ２ を 設 け 、 塩 酸 と 硝 酸 の 混 合 エ ッ チ ン グ 液 に よ り ア モ ル フ
ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 ３ １ の 露 出 面 を 湿 式 エ ッ チ ン グ す る と 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ア モ ル フ ァ ス Ｉ
Ｔ Ｏ 層 ３ １ に は 端 面 が 逆 テ ー パ 状 と な っ て い る サ イ ド エ ッ チ ン グ 部 ｄ １ が 形 成 さ れ る 。 同
様 に し て 、 Ｓ ｉ Ｎ 層 ２ ２ の 表 面 に ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 ３ １ を 成 膜 し た 後 に フ ォ ト レ ジ ス
ト 膜 ３ ２ を 設 け 、 湿 式 エ ッ チ ン グ す る と 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 ３ １
に は 端 面 が 逆 テ ー パ 状 と な っ て い る サ イ ド エ ッ チ ン グ 部 ｄ ２ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う に ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 ３ １ の 端 面 に 逆 テ ー パ 状 態 が 形 成 さ れ る と 、 ア モ ル フ
ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 ３ １ の 多 結 晶 Ｉ Ｔ Ｏ 層 化 、 フ ォ ト レ ジ ス ト 膜 ３ ２ の 除 去 、 そ の 他 の 製 造 段 階
を 順 に 経 る に 従 い 、 製 品 と し て 出 荷 さ れ る 頃 に は 、 多 結 晶 Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電 層 と 有
機 層 間 膜 な い し は Ｓ ｉ Ｎ か ら な る 絶 縁 膜 と の 間 の 付 着 強 度 の 低 下 及 び 電 蝕 （ 上 記 特 許 文 献
２ 参 照 ） と い う 不 都 合 が 発 生 す る こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 願 の 発 明 者 等 は 、 上 記 の よ う な 付 着 強 度 低 下 及 び 電 蝕 と い う 問 題 点 は 有 機 層 間 膜 な い
し は Ｓ ｉ Ｎ か ら な る 絶 縁 膜 上 に 設 け ら れ た ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 の 湿 式 エ ッ チ ン グ の 際 に
生 じ る 端 面 が 順 テ ー パ 状 に エ ッ チ ン グ さ れ れ ば 生 じ な い こ と か ら 、 こ の よ う な 順 テ ー パ 状
に エ ッ チ ン グ で き る 条 件 を 得 る べ く 種 々 実 験 を 重 ね た 結 果 、 有 機 層 間 膜 な い し は Ｓ ｉ Ｎ か
ら な る 絶 縁 膜 の 表 面 に 変 性 層 を 形 成 さ せ る と 順 テ ー パ 状 に エ ッ チ ン グ で き る こ と 、 及 び 、
反 射 板 を 層 間 絶 縁 膜 の 変 性 層 上 に 設 け る と 却 っ て 反 射 板 の 付 着 強 度 が 弱 く な る こ と か ら 、
反 射 板 自 体 は 層 間 絶 縁 膜 の 表 面 に 直 接 設 け れ ば よ い こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至
っ た の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 有 機 層 間 膜 と 反 射 板 と の 間 の 付 着 強 度 が 高 い 状 態 を 維 持 し な が ら
、 有 機 層 間 膜 な い し は Ｓ ｉ Ｎ か ら な る 絶 縁 膜 と Ｉ Ｔ Ｏ 層 と の 間 の 密 着 性 を 改 善 す る と と も
に 電 蝕 が 生 じ な い よ う に し た 、 端 面 が 順 テ ー パ 状 の Ｉ Ｔ Ｏ 層 か ら な る 透 明 導 電 層 を 有 す る
半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 発 明 は 、 そ れ ぞ れ の
画 素 毎 に 有 機 層 間 膜 の 表 面 の 一 部 に 直 接 反 射 板 が 設 け ら れ て い る と と も に 、 前 記 有 機 層 間
膜 及 び 反 射 板 の 表 面 に Ｉ Ｔ Ｏ （ Indium Tin Oxide） か ら な る 透 明 導 電 層 が 設 け ら れ て い る
半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 有 機 層 間 膜 と Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電 層 と の 間 に は
前 記 有 機 層 間 膜 の 変 性 層 が 設 け ら れ 、 前 記 変 性 層 上 の Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電 層 の 端 部 が
順 テ ー パ 状 態 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 変 性
層 は 、 前 記 有 機 層 間 膜 上 に 前 記 反 射 板 を 形 成 し た 後 に 、 前 記 有 機 層 間 膜 表 面 を 不 活 性 ガ ス
に よ っ て プ ラ ズ マ 処 理 す る こ と に よ り 形 成 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 変 性
層 は 、 前 記 反 射 板 を 形 成 し た 後 に 、 不 活 性 ガ ス を キ ャ リ ア ガ ス と し た プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 に
よ り 前 記 有 機 層 間 膜 上 に 形 成 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 Ｉ Ｔ
Ｏ か ら な る 透 明 導 電 層 は 、 ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電 層 を 形 成 し た 後 に 所 定 の
パ タ ー ン に エ ッ チ ン グ さ れ 、 そ の 後 多 結 晶 Ｉ Ｔ Ｏ 化 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お
い て 、 前 記 反 射 板 の 下 部 の 前 記 有 機 層 間 膜 の 表 面 は 凹 凸 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 更 に 、 請 求 項 ６ に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 発 明 は 、 そ れ ぞ れ の 画 素 毎 に 有 機 層 間 膜
の 表 面 の 一 部 に 直 接 反 射 板 が 設 け ら れ て い る と と も に 、 前 記 有 機 層 間 膜 及 び 反 射 板 の 表 面
に Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電 層 が 設 け ら れ て お り 、 更 に 窒 化 硅 素 か ら な る 絶 縁 層 の 表 面 に も
Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電 層 が 設 け ら れ て い る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 有 機 層
間 膜 及 び 窒 化 珪 素 か ら な る 絶 縁 層 と Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電 層 と の 間 に は そ れ ぞ れ 前 記 有
機 層 間 膜 又 は 窒 化 珪 素 の 変 性 層 が 設 け ら れ 、 前 記 変 性 層 上 の Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電 層 の
端 部 が 順 テ ー パ 状 態 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記
変 性 層 は 、 前 記 有 機 層 間 膜 上 に 前 記 反 射 板 を 形 成 し た 後 に 、 前 記 有 機 層 間 膜 及 び 窒 化 珪 素
か ら な る 絶 縁 層 を 不 活 性 ガ ス に よ っ て プ ラ ズ マ 処 理 す る こ と に よ り 形 成 さ れ た も の で あ る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ８ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記
変 性 層 は 、 前 記 反 射 板 を 形 成 し た 後 に 、 不 活 性 ガ ス を キ ャ リ ア ガ ス と し た プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ
法 に よ り 前 記 有 機 層 間 膜 及 び 窒 化 珪 素 か ら な る 絶 縁 層 上 に 形 成 さ れ た も の で あ る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ９ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記
Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電 層 は 、 ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電 層 を 形 成 し た 後 に 所
定 の パ タ ー ン に エ ッ チ ン グ さ れ 、 そ の 後 多 結 晶 Ｉ Ｔ Ｏ 化 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ０ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ６ ～ ９ の い ず れ か に 記 載 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装
置 に お い て 、 前 記 反 射 板 の 下 部 の 前 記 有 機 層 間 膜 の 表 面 は 凹 凸 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 本 発 明 は 上 記 の 構 成 を 備 え る こ と に よ り 、 以 下 に 述 べ る よ う な 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。 す
な わ ち 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 電 極 は 有 機 層 間 膜 の 表 面 に 設
け ら れ た 変 性 層 上 に 設 け ら れ て い る と と も に 端 部 が 順 テ ー パ 状 態 と な っ て い る か ら 、 Ｉ Ｔ
Ｏ か ら な る 透 明 電 極 と 有 機 層 間 膜 と の 間 の 付 着 強 度 が 大 き く 、 電 蝕 が 生 じ な い 半 透 過 型 液
晶 表 示 装 置 が 得 ら れ る 。 加 え て 、 反 射 板 は 、 有 機 層 間 膜 の 表 面 に 直 接 設 け ら れ て い る の で
、 付 着 強 度 が 低 下 す る こ と が な い 。 な お 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に お け る 透 明 導 電 層 は 、 そ
れ ぞ れ の 画 素 毎 に 設 け ら れ る 画 素 電 極 以 外 に 、 透 明 な 導 電 性 配 線 と し て 設 け ら れ て い る 部
分 も 含 む 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ 及 び ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 反 射 板 と 有 機 層 間 膜 と の 間 の 付 着 強 度 が 大
き い 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る と と も に 、 有 機 層 間 膜 の 表 面 を 変 性 さ せ る こ と （ 請 求 項
２ ） 、 な い し は 、 有 機 層 間 膜 の 表 面 に 変 性 層 を 積 層 す る こ と が で き （ 請 求 項 ３ ） る た め 、
熱 的 に 安 定 し て い る と と も に Ｉ Ｔ Ｏ と の 付 着 強 度 の 強 い 変 性 層 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 は 多 結 晶 Ｉ Ｔ Ｏ よ り も エ ッ チ ン
グ レ ー ト が 高 い た め 、 エ ッ チ ン グ 時 間 を 短 縮 す る こ と が 可 能 と な り 、 ま た 、 多 結 晶 Ｉ Ｔ Ｏ
層 は ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 よ り も 低 抵 抗 で か つ 高 透 過 率 で あ る た め 、 製 造 時 間 を 短 縮 で き
、 し か も 、 光 学 特 性 及 び 電 気 特 性 に 優 れ た 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 反 射 板 で 反 射 さ れ る 光 が 凹 凸 に よ っ て 拡 散 さ れ る た め
、 反 射 部 の 視 野 角 が 広 く 、 明 る い 表 示 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 更 に 、 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 電 極 は 有 機 層 間 膜 も し く は 窒
化 珪 素 か ら な る 絶 縁 層 の 表 面 に 設 け ら れ た 変 性 層 上 に 設 け ら れ て い る と と も に 端 部 が 順 テ
ー パ 状 態 と な っ て い る か ら 、 Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 電 極 と 有 機 層 間 膜 又 は 窒 化 珪 素 か ら な る
絶 縁 層 と の 間 の 付 着 強 度 が 大 き く 、 電 蝕 が 生 じ な い 表 示 装 置 が 得 ら れ る 。 加 え て 、 反 射 板
は 、 有 機 層 間 膜 の 表 面 に 直 接 設 け ら れ て い る の で 、 付 着 強 度 が 低 下 す る こ と が な い 。 な お
、 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 に お け る 透 明 導 電 層 は 、 そ れ ぞ れ の 画 素 毎 に 設 け ら れ る 画 素 電 極 以
外 に 、 透 明 な 導 電 性 配 線 と し て 設 け ら れ て い る 部 分 も 含 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ 及 び ８ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 反 射 板 と 有 機 層 間 膜 と の 間 の 付 着 強 度 が 大
き い 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る と と も に 、 有 機 層 間 膜 及 び 窒 化 珪 素 か ら な る 絶 縁 層 の 表
面 を 変 性 さ せ る こ と （ 請 求 項 ７ ） 、 な い し は 、 有 機 層 間 膜 及 び 窒 化 珪 素 か ら な る 絶 縁 層 の
表 面 に 変 性 層 を 積 層 す る こ と が で き （ 請 求 項 ８ ） る た め 、 熱 的 に 安 定 し て い る と と も に Ｉ
Ｔ Ｏ と の 付 着 強 度 の 強 い 変 性 層 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ９ の 発 明 に よ れ ば 、 ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 は 多 結 晶 Ｉ Ｔ Ｏ よ り も エ ッ チ ン
グ レ ー ト が 高 い た め 、 エ ッ チ ン グ 時 間 を 短 縮 す る こ と が 可 能 と な る の で 、 ま た 、 多 結 晶 Ｉ
Ｔ Ｏ 層 は ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 よ り も 低 抵 抗 で か つ 高 透 過 率 で あ る た め 、 製 造 時 間 を 短 縮
で き 、 し か も 、 光 学 特 性 及 び 電 気 特 性 に 優 れ た 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ０ の 発 明 に よ れ ば 、 反 射 板 で 反 射 さ れ る 光 が 凹 凸 に よ っ て 拡 散 さ れ る た
め 、 反 射 部 の 視 野 角 が 広 く 、 明 る い 表 示 の 半 透 過 型 の 表 示 装 置 が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 実 施 例 を 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し て 詳 細 に 説
明 す る 。 た だ し 、 以 下 に 示 す 実 施 例 は 、 本 発 明 の 技 術 思 想 を 具 体 化 す る た め の 有 機 層 間 膜
又 は 窒 化 珪 素 か ら な る 絶 縁 層 へ の Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 電 極 を 形 成 し た 例 を 液 晶 表 示 装 置 を
例 に と り 説 明 す る も の で あ っ て 、 本 発 明 を こ れ に 特 定 す る こ と を 意 図 す る も の で は な く 、
本 発 明 は 特 許 請 求 の 範 囲 に 示 し た 技 術 思 想 を 逸 脱 す る こ と な く 種 々 の 変 更 を 行 っ た も の に
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も 均 し く 適 用 し 得 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 図 １ は 実 施 例 に お け る ポ リ イ ミ ド か ら な る 層 間 膜 の 表 面 に 設 け た ア モ ル フ ァ ス Ｉ
Ｔ Ｏ の エ ッ チ ン グ 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 ２ は 実 施 例 に お け る Ｓ ｉ Ｎ か ら な る 絶 縁 膜
の 表 面 に 設 け た ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ の エ ッ チ ン グ 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 ５ 及 び 図 ６
に お け る 構 成 部 分 と 同 一 の 構 成 に は 同 じ 参 照 符 号 を 付 与 し て 説 明 す る 。 ま た 、 こ の 層 間 膜
上 へ の Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 電 極 を 形 成 し た 液 晶 表 示 装 置 の 基 本 的 構 成 及 び 動 作 原 理 は 、 図
３ 及 び 図 ４ に 示 し た 従 来 例 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 ５ ０ と 同 様 で あ る の で 、 必 要 に 応 じ て
図 ３ 及 び 図 ４ を 引 用 し て 説 明 す る こ と と す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 例 に か か る 液 晶 表 示 装 置 １ ０ は 、 以 下 の 工 程 に よ り 製 造 さ れ る 。 ま ず 、 図 ３ 及 び
図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ の 透 光 性 基 板 １ １ の 表 面 に 直 接 な い し は 絶 縁 膜 （ 図 示 せ ず ） を 介
し て 、 所 定 パ タ ー ン に 走 査 線 Ｘ １ 、 ・ ・ ・ 、 Ｘ ｎ を 形 成 す る 。 こ の と き 、 ゲ ー ト 電 極 Ｇ が
走 査 線 Ｘ １ 、 ・ ・ ・ 、 Ｘ ｎ と 同 時 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 補 助 容 量 電 極 １ ３ も こ の 走 査 線 Ｘ

１ 、 ・ ・ ・ 、 Ｘ ｎ と 同 時 に 形 成 さ れ る 。 こ の 走 査 線 Ｘ １ 、 ・ ・ ・ 、 Ｘ ｎ 、 ゲ ー ト 電 極 Ｇ 及
び 補 助 容 量 電 極 １ ３ は Ｍ ｏ ／ Ａ ｌ 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 等 の 遮 光 性 導 電 性 部 材 か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に こ の 第 １ の 透 光 性 基 板 １ １ 表 面 を Ｓ ｉ Ｎ か ら な る ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ８ に よ り 被 覆 し 、
こ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ８ を 介 し て ゲ ー ト 電 極 Ｇ と 対 向 す る よ う に ア モ ル フ ァ ス － Ｓ ｉ 層 ２ １
を 形 成 し 、 次 い で 、 Ｍ ｏ ／ Ａ ｌ ／ Ｍ ｏ か ら な る 金 属 層 を 表 示 領 域 全 面 に 設 け た 後 に エ ッ チ
ン グ す る こ と に よ り 、 信 号 線 Ｙ １ 、 ・ ・ ・ 、 Ｙ ｍ を 前 記 走 査 線 Ｘ １ 、 ・ ・ ・ 、 Ｘ ｎ に 直 交
す る 方 向 に 形 成 す る と と も に 、 ア モ ル フ ァ ス － Ｓ ｉ 層 ２ １ 上 に 部 分 的 に 重 な る よ う に 信 号
線 Ｙ １ 、 ・ ・ ・ 、 Ｙ ｍ か ら 延 設 さ れ た ソ ー ス 電 極 Ｓ と 、 ド レ イ ン 電 極 Ｄ を 設 け る 。 こ れ に
よ り Ｔ Ｆ Ｔ 構 造 の 画 素 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 画 素 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ の ド レ イ ン 電 極 Ｄ は ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ８ を 介 し て 補 助 容 量 電 極
１ ３ に 対 向 配 置 さ れ 、 こ れ に よ り 補 助 容 量 Ｃ ｓ が 形 成 さ れ る 。 そ の 後 、 各 画 素 ト ラ ン ジ ス
タ １ ４ 、 走 査 線 Ｘ ｎ 、 Ｘ ｎ +1・ ・ ・ 及 び 信 号 線 Ｙ ｍ 、 Ｙ ｍ +1・ ・ ・ を 覆 う よ う に Ｓ ｉ Ｎ か
ら な る 絶 縁 層 ２ ２ を 形 成 し 、 次 い で 第 １ の 透 光 性 基 板 １ １ の 表 示 領 域 全 体 を 被 覆 す る よ う
に 例 え ば ポ リ イ ミ ド か ら な る 層 間 膜 １ ９ を 所 定 高 さ と な る よ う に 設 け 、 反 射 部 の 層 間 膜 １
９ の 表 面 に 常 法 に よ り 微 細 な 凹 凸 を 設 け る 。 こ の 微 細 な 凹 凸 は 、 こ の 後 に 設 け ら れ る 反 射
板 ２ ４ の 表 面 が 凹 凸 状 に な る よ う に し 、 反 射 板 ２ ４ に よ り 反 射 さ れ た 反 射 光 を 拡 散 さ せ る
こ と に よ り 反 射 部 で の 視 野 角 を 広 く す る と と も に 反 射 部 の 表 示 が 明 る く な る よ う に す る た
め の も の で あ る 。 な お 、 図 面 に お い て は 微 小 な 凹 凸 は 省 略 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 そ の 後 、 層 間 膜 １ ９ の 表 面 全 体 に 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム 金 属 を 被 覆 し 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ
ィ ー 法 に よ り 所 定 パ タ ー ン に フ ォ ト レ ジ ス ト を 設 け た 後 、 エ ッ チ ン グ す る こ と に よ り そ れ
ぞ れ の 画 素 毎 に 所 定 の パ タ ー ン の 反 射 板 ２ ４ を 形 成 す る 。 そ し て 、 露 出 し て い る 層 間 膜 １
９ の 表 面 を 変 性 化 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 い で 、 反 射 板 ２ ４ 及 び 層 間 膜 １ ９ に コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ７ を 形 成 し た 後 、 表 示 領 域 全
体 に わ た っ て ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 導 電 性 材 料 で 被 覆 す る 。 こ の と き 、 ア モ ル
フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 画 素 電 極 １ ２ 部 分 と ド レ イ ン 電 極 Ｄ は コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ７ の 部 分
で 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 次 い で 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 法 に よ り 所 定 パ タ ー ン に フ ォ ト レ
ジ ス ト を 設 け た 後 、 塩 酸 と 硝 酸 の 混 合 エ ッ チ ン グ 液 に よ り ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 の 露 出 面
を 湿 式 エ ッ チ ン グ し 、 そ れ ぞ れ の 画 素 毎 に 反 射 板 ２ ４ の 表 面 及 び 層 間 膜 １ ９ の 表 面 に ア モ
ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 画 素 電 極 １ ２ を 形 成 す る 。 そ の 後 、 熱 処 理 を 施 し て 、 ア モ ル フ ァ
ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 を 多 結 晶 化 し 、 か つ 膜 の 抵 抗 を 低 下 さ せ て 多 結 晶 Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 画 素 電 極 １ ２
を 得 る 。 な お 、 こ の 変 性 化 工 程 及 び 画 素 電 極 １ ２ の 具 体 的 な 製 造 工 程 に つ い て は 後 述 す る
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。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ し て 、 別 途 第 ２ の 透 光 性 基 板 １ ５ の 表 面 に カ ラ ー フ ィ ル タ 層 Ｃ Ｆ 、 Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透
明 な 共 通 電 極 １ ６ 、 及 び 反 射 部 に 対 応 す る 位 置 に の み ト ッ プ コ ー ト 層 ２ ３ を 形 成 し た カ ラ
ー フ ィ ル タ 基 板 を 第 １ の 透 光 性 基 板 １ １ と 対 向 さ せ 、 こ の 間 に 液 晶 ２ ０ を 封 入 す る こ と に
よ り 本 実 施 例 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 １ ０ が 完 成 さ れ る 。 な お 、 ト ッ プ コ ー ト 層 ２ ３ は 、
反 射 部 の セ ル ギ ャ ッ プ が 透 過 部 の セ ル ギ ャ ッ プ の １ ／ ２ と な る よ う に す る た め に 設 け ら れ
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ こ で 、 こ の 実 施 例 に お け る 層 間 膜 １ ９ の 表 面 の 変 性 化 工 程 及 び 画 素 電 極 １ ２ の 具 体 的
な 製 造 工 程 を 、 図 １ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 図 １ は 実 施 例 に お け る ポ リ イ ミ ド か
ら な る 層 間 膜 の 表 面 に 設 け た ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ の エ ッ チ ン グ 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま ず 、 層 間 膜 １ ９ 及 び 反 射 板 ２ ４ を 形 成 し た 第 １ の 透 光 性 基 板 １ １ の 表 面 に 常 法 に よ り
Ｈ ｅ ガ ス の プ ラ ズ マ 処 理 を 行 う 。 こ の と き 、 Ｈ ｅ ガ ス の プ ラ ズ マ は ポ リ イ ミ ド か ら な る 層
間 膜 １ ９ の 表 面 に 接 触 し 、 こ れ に よ り ポ リ イ ミ ド の 一 部 が 熱 分 解 及 び ス パ ッ タ リ ン グ さ れ
、 変 性 さ れ て 変 性 層 ３ ４ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ の 後 、 上 述 の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 方 法 と 同 様 に し て 、 変 性 層 ３ ４ 上 に ア モ ル
フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 を 常 温 か つ 水 添 加 雰 囲 気 で プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 に よ り 成 膜 し 、 成 膜 後 に １ ８
０ ℃ 程 度 以 上 、 １ 時 間 程 度 以 上 の 熱 処 理 を 施 す こ と に よ り 、 ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 ３ １ に
変 換 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 い で 、 ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 ３ １ の 表 面 に 所 定 の パ タ ー ン と な る よ う に フ ォ ト レ ジ ス
ト 膜 ３ ２ を 設 け 、 塩 酸 と 硝 酸 の 混 合 エ ッ チ ン グ 液 に よ り ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 ３ １ の 露 出
面 を 湿 式 エ ッ チ ン グ す る 。 そ う す る と 、 層 間 膜 １ ９ の 変 性 層 ３ ４ 上 の ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ
層 ３ １ は 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 端 面 が 順 テ ー パ 状 と な っ た サ イ ド エ ッ チ ン グ 部 Ｄ １ が 形
成 さ れ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 し た が っ て 、 こ の 工 程 後 の ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 ３ １ の 多 結 晶 Ｉ Ｔ Ｏ 層 化 、 フ ォ ト レ ジ
ス ト 膜 ３ ２ の 除 去 、 そ の 他 の 製 造 段 階 を 順 に 経 て も 、 製 品 と し て 出 荷 さ れ る 多 結 晶 Ｉ Ｔ Ｏ
か ら な る 画 素 電 極 １ ２ を 含 む 透 明 導 電 層 と 有 機 層 間 膜 １ ９ と の 間 の 付 着 強 度 の 低 下 及 び 電
蝕 が 生 じ る こ と が な く な り 、 安 定 な 品 質 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う な 有 機 層 間 膜 １ ９ 上 に 変 性 層 ３ ４ を 設 け る こ と に よ っ て 上 述 の よ う な 作 用 ・ 効
果 が 生 じ る こ と の 理 由 は 次 の よ う な 理 由 に よ る も の と 推 測 さ れ る 。 す な わ ち 、 Ｈ ｅ ガ ス の
プ ラ ズ マ は 、 超 高 温 で あ る た め 、 ポ リ イ ミ ド か ら な る 層 間 膜 １ ９ の 表 面 に 接 触 し た 際 に ポ
リ イ ミ ド の 一 部 を 熱 分 解 及 び ス パ ッ タ リ ン グ さ せ る が 、 同 時 に ポ リ イ ミ ド の 表 面 の 一 部 を
溶 融 す る 。 こ の 溶 融 し た ポ リ イ ミ ド は そ の 後 に 固 ま っ て 硬 化 し た 変 性 層 ３ ４ が 得 ら れ る 。
こ の 硬 化 し た 変 性 層 ３ ４ は 、 表 面 が 熱 的 に 安 定 し て い る と と も に 、 以 降 の 高 温 処 理 工 程 で
た と え 層 間 膜 １ ９ か ら ガ ス が 発 生 す る こ と が あ っ て も こ の ガ ス の 透 過 を 抑 制 し 、 変 性 層 ３
４ の 表 面 か ら 上 部 へ の ガ ス の 流 出 が 抑 え ら れ る た め 、 Ｉ Ｔ Ｏ 層 と 変 性 層 ３ ４ と の 間 の 密 着
性 が 改 善 さ れ る も の と 推 測 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 例 に お け る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 １ ０ に お い て は 、 一 般 的 に Ｓ ｉ Ｎ か ら な
る 絶 縁 層 ２ ２ が 露 出 す る こ と は な く 、 し た が っ て Ｓ ｉ Ｎ か ら な る 絶 縁 層 ２ ２ の 表 面 に Ｉ Ｔ
Ｏ を 設 け る こ と は な い 。 し か し な が ら 、 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 額 縁 部 で の 各 種 接 続 配 線
を 複 層 構 造 と す る 場 合 あ る い は 検 査 用 端 子 を 設 け る 場 合 な ど に お い て は 、 Ｓ ｉ Ｎ か ら な る
絶 縁 層 ２ ２ の 表 面 に Ｉ Ｔ Ｏ 層 を 設 け る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 に お い て も 、 Ｓ ｉ Ｎ か
ら な る 絶 縁 層 ２ ２ の 表 面 に 変 性 層 ３ ５ を 設 け る こ と は 有 効 で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】
　 す な わ ち 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 Ｓ ｉ Ｎ か ら な る 絶 縁 膜 ２ ２ の 表 面 に 上 述 の 場 合 と 同 様 に
し て Ｈ ｅ ガ ス の プ ラ ズ マ に よ り 変 性 層 ３ ５ を 形 成 し 、 こ の 変 性 層 ３ ５ 上 に ア モ ル フ ァ ス Ｉ
Ｔ Ｏ 層 を 常 温 か つ 水 添 加 雰 囲 気 で プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 に よ り 成 膜 し 、 成 膜 後 に １ ８ ０ ℃ 程 度
以 上 、 １ 時 間 程 度 以 上 の 熱 処 理 を 施 す こ と に よ り 、 ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 ３ １ に 変 換 す る
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 次 い で 、 ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 ３ １ の 表 面 に 所 定 の パ タ ー ン と な る よ う に フ ォ ト レ ジ ス
ト 膜 ３ ２ を 設 け 、 塩 酸 と 硝 酸 の 混 合 エ ッ チ ン グ 液 に よ り ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 ３ １ の 露 出
面 を 湿 式 エ ッ チ ン グ す る 。 そ う す る と 、 Ｓ ｉ Ｎ か ら な る 絶 縁 膜 ２ ２ の 変 性 層 ３ ５ 上 の ア モ
ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層 ３ １ は 、 図 ２ に 示 し た よ う に 、 端 面 が 順 テ ー パ 状 と な っ た サ イ ド エ ッ チ
ン グ 部 Ｄ ２ が 形 成 さ れ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 し た が っ て 、 こ の 場 合 に お い て も 、 そ の 他 の 製 造 段 階 を 順 に 経 て も 、 製 品 と し て 出 荷 さ
れ る 多 結 晶 Ｉ Ｔ Ｏ と Ｓ ｉ Ｎ か ら な る 絶 縁 膜 ２ ２ と の 間 の 付 着 強 度 の 低 下 及 び 電 蝕 が 生 じ る
こ と が な く な り 、 安 定 な 品 質 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 実 施 例 に お け る ポ リ イ ミ ド か ら な る 層 間 膜 の 表 面 に 設 け た ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ の
エ ッ チ ン グ 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 に お け る Ｓ ｉ Ｎ か ら な る 絶 縁 膜 の 表 面 に 設 け た ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ の エ ッ
チ ン グ 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 例 の 液 晶 表 示 装 置 の 数 画 素 分 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ポ リ イ ミ ド か ら な る 層 間 膜 の 表 面 に 設 け た ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ の エ ッ チ ン グ 状 態
を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 Ｓ ｉ Ｎ か ら な る 絶 縁 膜 の 表 面 に 設 け た ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ の エ ッ チ ン グ 状 態 を 示
す 断 面 図 で あ る
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
１ ０ 、 ５ ０ 　 　 液 晶 表 示 装 置
１ １ 　 　 第 １ の 透 光 性 基 板
１ ２ 　 　 画 素 電 極
１ ３ 　 　 補 助 容 量 電 極
１ ４ 　 　 画 素 ト ラ ン ジ ス タ
１ ５ 　 　 透 光 性 基 板
１ ６ 　 　 共 通 電 極
１ ７ 　 　 コ ン タ ク ト ホ ー ル
１ ８ 　 　 ゲ ー ト 絶 縁 膜
１ ９ 　 　 層 間 膜
２ ０ 　 　 液 晶
２ １ 　 　 ア モ ル フ ァ ス － Ｓ ｉ 層
２ ２ 　 　 Ｓ ｉ Ｎ か ら な る 絶 縁 層
２ ３ 　 　 ト ッ プ コ ー ト 層
２ ４ 　 　 反 射 板
３ １ 　 　 ア モ ル フ ァ ス Ｉ Ｔ Ｏ 層
３ ２ 　 　 フ ォ ト レ ジ ス ト 膜
３ ４ 、 ３ ５ 　 　 変 性 層
Ｃ Ｆ 　 　 カ ラ ー フ ィ ル タ 層
ｄ １ 、 ｄ ２ 　 　 逆 テ ー パ 状 の サ イ ド エ ッ チ ン グ 部
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Ｄ １ 、 Ｄ ２ 　 　 順 テ ー パ 状 の サ イ ド エ ッ チ ン グ 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(11) JP 2007-183452 A 2007.7.19



フロントページの続き

(72)発明者  武田　薫
            東京都港区浜松町二丁目４番１号　三洋エプソンイメージングデバイス株式会社内
Ｆターム(参考) 2H091 FA16Y FB08  FD04  GA03  GA07  GA13  GA16  JA03  LA30 
　　　　 　　  2H092 GA13  GA17  GA19  HA04  HA05  JA24  JA46  JB05  JB08  JB57 
　　　　 　　        JB58  KB24  KB25  MA08  MA13  NA18 

【要約の続き】
。
【選択図】図１

(12) JP 2007-183452 A 2007.7.19


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

